
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 幹事報告 】 松浦 信平 副幹事 
 

 

・本年度下半期分の人頭分担金の納付を完了しました。 
 

・ガバナー月信特別号を先週の例会時にお配りしました。 

 先週欠席の方はお持ち帰りください。 
 

・地区大会シンポジウムの当クラブからの参加者は 2名。 

 他にも参加可能な方はお申し出ください。 
 

・地区大会シンポジウムに続き、入会候補者向けの説明会を地区で開催する 

 とのお知らせが来ています。お誘いできる方がいればお申し出ください。 
 

・献血例会（3/11）に関し、一般の方々に献血を呼びかけるポスターが 

 届いています。会社等に掲示できる方はお持ち帰りください。 

             ２０１４年 ２月 １２日  第２３２９回 No.２９               

『卓話：日本人の自然観』 明星大学 教授 山下 善明 様 

【 会長挨拶 】 杉田 純一 会長 
 

60 何日か振りで、こちらの例会場に戻ってきました。 

先日の大雪の日、私は体がボロボロで、ようやく回復してきた 

感じですが、皆さん、元気そうで良かったです。 
 

先日、葬儀の時、最後によろけてしまいまして、 

御前様より、執事長の方が心配だ・・・なんて噂がたったようですが、 

前日に雪の中、1時間 30分以上掛けて歩いて帰ったり、 

葬儀当日も、朝から雪かきをしていたもので・・・参ってしまったんです。 
 

また、先日、成田さんに行っていただいた、 

青年会議所の賀詞交歓会のお礼が届いております。 

国民体育大会の報告書も来ていますので回覧します。 
 

今日は「律儀」という言葉についてお話します。 

「律義者の子だくさん」ということわざについて2つの説があります。 

① 真面目で堅物に限って子が多く、それを皮肉ったという説 

② 律義者は品行方正で家庭円満なので子宝に恵まれるという説。 
 

律儀とは抑制や制御を意味する言葉、仏教においては、体と心と言葉による 

過失や悪行を防止する事を意味し、よい行いをする事を意味するようになる。 

更に発展し、義理堅いとか、融通が利かない、という意味も付け加わりました。
 

ロータリーには、融通の利かない人はいませんが、義理堅い人は多くいます。 

≪例会プログラム≫ 
【司会】 
 小峯 敏夫 
 例会進行委員長 
 
【開会点鐘】 
 杉田 純一 会長 
 
【ロータリーソング】 
 ソングリーダー 
 横倉 利夫 君 
『我等の生業』 
 
【ビジター・ゲスト紹介】 
 明星大学 教授 
 山下 善明 様 
 
【ニコニコ報告】 
 森部 美加 委員 
 
【出席報告】 
 板谷 誠一 委員 
 
【委員会報告】 
 なし 
 
【卓話】 
 明星大学 教授 
 山下 善明 様 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 ニコニコ報告 】 森部 美加 委員 

 本日のニコニコ： 21,500 円／累計 552,850 円 

 ビジターフィー：    0円／累計  14,000円 
 

 杉田 純一 君  8日の大雪大変でしたね。今日の卓話、山下様宜しくお願いします。 
 

 山口 徹雄 君  ソチ五輪、悲喜こもごも楽しんでいます。本日早退いたします。申し訳ございません。 
 

 清水 博雅 君  2月 5日の例会には卓話をお願いされながら、油断して風邪をひいてしまいました。 
         （インフルエンザではありませんでした）誠に申し訳ありません。 
          尚、2月 2日に米寿を迎えましたので、合わせてニコニコさせていただきます。 
 

 森岡 弘通 君  山下先生、お忙しいところありがとうございます。卓話よろしくお願いします。 
 

 松浦 信平 君  大雪の日、車がふきだまりにはまりかけましたが何とか脱出。冷や汗をかきました。 
          山下先生、卓話楽しみにしています。 
 

 熊井 治孝 君  定例会場として御不動様を利用させていただき感謝しております。 
 

 山下 雅弘 君  地区チーム研修のため早退します。 
 
 

 ※『一服も奉仕でごザル』からもニコニコをいただいております。 

東京日野ロータリークラブ会報 
 事務局：〒191-0042 東京都日野市程久保 3-37-3 
      ℡：042-594-3711 fax：042-593-0510 
 例 会：毎週水曜日（12:30 より） 例会場：高幡不動尊客殿 
 ＵＲＬ：http://www.hino-rotary.org 
 メール：info@hino-rotary.org 

会    長：杉田 純一 
幹    事：山口 徹雄 

会報委員長：山下 雅弘 
会報委員：北村  淳 
      疋田 久武 
      森原  豊 

【 出席報告 】板谷 誠一 委員 
＜事 前のＭＵ＞ 
 小田原 潔 
 成田 恭隆 
 野村 圭伊 

 会員総数 
(出席免除数) 

出席総数 
(免除者出席数) 

ＭＵ 欠席 出席率 

本日報告 36(3) 25(3) 事前(3) 8 77.78 % 

前回訂正 36(3) 26(1) (0)+0 8 76.47 % 

前々回訂正 36(3) 26(2) (2)+0+0 7 80.00 % 

 

【卓話：日本人の自然観】 明星大学教授 山下 善明 様 
 

私の専門は、ドイツの近現代の哲学でして、 
そういった壮大な哲学をどのように学んでいこうかと思いました。 
 

そこで、日本の近代哲学者の西田喜太郎？であるとか、 
西洋哲学が日本に入る前の、道元、芭蕉などを読みながら、勉強をしてきました。 
 

ヨーロッパの自然観というと、ピタゴラス、プラトン的な論理・数理的な自然理解と、 
ヘブライ文に出てくるような、天地創造の自然観があります。 
 

何かネイチャーには、自然が抜け落ちているような気がします。 
私は時々、自然と呼ばず「自然(じねん)」と呼んで、見るのではなく感じる「自然感」を意識しています。 
 

東日本大震災と、福島原発事故という誰も予想しなかった事態が起きた「文明災」とも言われた。 

私は友人に対して、あえて良寛の言葉を送りました。 
「災難に逢う時節には災難に逢うがよく候。死ぬ時節には死ぬがよく候。是ハこれ災難をのがるる妙法にて候」 
さすがに「死ぬ時節には・・・」という後段の方は書けませんでした。 
 

この良寛の言葉は、良寛地震も地震にあった中で、もっと大変な被害にあったであろう、友人に宛てた言葉で、 
この言葉に関して「生死を超越し、達観した言葉だ」という人もいますが、 
「自分自身も平常心を保つ為に書いた言葉ではないか」という解釈の人もいます。 
 

私たちは、花を見、鳥の声を聞き、月の美しさを感じることが、自然観だと思っている人も多いかもしれません

が、地震や津波、台風に大雪など、自然災害と共に生きる事こそ、日本人の自然観であり、 
花鳥風月よりも、日本の自然の厳しさを忘れているのではないかと思うのです。 


